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受験番号 

問題番号 R01 II-2-4 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門             部門 

専門とする事項 

○受験番号，答案使用枚数，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

１ ． 対 象 構 造 物 と 震 災 後 に 求 め る 機 能 ほ か  

1 ) 構 造 物 ： 道 路 橋 、 河 川 に 架 か る 多 径 間 単 純 P C T 桁 橋

の 壁 式 R C 橋 脚 、 H = 1 0 m 。  

2 ) 機 能 、 要 求 性 能 の レ ベ ル ： 適 用 道 示 H 2 9 、 重 要 度 区

分 A 、 レ ベ ル 2 地 震 動 で の 橋 の 限 界 状 態 3 を 満 た す 。  

3 ) 立 場 ： 道 路 橋 の 管 理 者  

２ ． 調 査 検 討 す べ き 事 項 と 内 容  

1 ) 既 存 設 計 図 書 等 の 調 査 ： 建 設 年 、 適 用 示 方 書 、 構 造

寸 法 、 使 用 材 料 、 地 盤 条 件 、 施 工 状 況 、 補 修 履 歴 、 添

加 物 や 附 帯 設 備 の 調 査 。  

2 ) 現 地 調 査 ： 設 計 図 書 と 現 地 と の 差 異 、 河 川 他 自 然 環

境 、 社 会 的 環 境 、 構 造 物 劣 化 状 況 の 調 査 。  

3 ) 検 討 事 項 ： 施 工 時 の 河 川 占 用 条 件 、 交 通 規 制 条 件 、

設 置 可 能 な 仮 設 工 の 規 模 、 重 機 使 用 の 可 否 、 耐 震 化 と

合 わ せ た 老 朽 化 対 策 の 要 不 要 。  

３ ． 業 務 手 順 、 留 意 点 、 工 夫 を 要 す る 点  

1 ) 調 査 ： 前 項 で 述 べ た 事 項 の 調 査 を 行 う 。 既 存 図 書 で

は 確 認 が 困 難 な 部 分 は 、 微 破 壊 ／ 非 破 壊 検 査 を 併 用 す

る 。 地 盤 条 件 が 不 明 な 場 合 は 近 傍 の 調 査 結 果 を 使 用 す

る か 、 新 た に 地 盤 調 査 を 実 施 す る 。  

2 ) 分 析 ・ 評 価 ： 設 計 図 書 及 び 現 地 調 査 結 果 に 基 づ き 耐

震 性 能 （ 保 有 耐 力 ） の 評 価 を 行 う 。 劣 化 度 も 踏 ま え た

評 価 と す る 。  

3 ) 計 画 ： 耐 震 性 能 評 価 に 基 づ き 、 要 求 性 能 を 満 た す た

め の 補 強 案 を 複 数 作 成 し 比 較 検 討 を 行 う 。 河 川 占 用 条
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件 や 施 工 期 間 、 仮 設 工 の 規 模 、 L C C を 考 慮 す る 。  

4 ) 設 計 ： 計 画 に 基 づ き 詳 細 設 計 、 施 工 計 画 ・ 仮 設 計 画

策 定 、 数 量 計 算 、 概 算 工 事 費 算 定 を 行 う 。 仮 設 計 画 や

施 工 計 画 策 定 は 関 係 者 と の 調 整 を 踏 ま え る こ と 。  

5 ) 施 工 ： 設 計 図 書 に 基 づ き 補 強 工 事 を 実 施 す る 。 設 計

意 図 を 施 工 者 に 正 確 に 伝 え 補 修 後 の 性 能 を 確 保 す る 。

河 川 占 用 や 通 行 規 制 方 法 に つ い て は 関 係 者 と の 協 議 調

整 を 十 分 に 行 う 。  

３ ． 関 係 者 と の 調 整 方 策  

1 ) 関 係 者 ： 河 川 管 理 者 、 道 路 管 理 者 （ 自 組 織 ） 、 交 通

管 理 者 、 共 架 物 管 理 者 、 周 辺 住 民 及 び 利 用 者 、 調 査 設

計 受 託 者 、 工 事 請 負 者 。  

2 ) 調 整 方 策  

① 業 務 の 上 流 工 程 か ら 関 係 者 と 十 分 な 協 議 を 行 い 、 手

戻 り を 防 止 す る 。  

② 関 係 者 の 技 術 理 解 度 に 応 じ て 、 情 報 伝 達 手 段 を 選 択

す る 。 受 託 者 、 請 負 者 、 河 川 管 理 者 に は 数 値 や 構 造 寸

法 が 正 確 に 伝 わ る 図 ・ 表 を 用 い る 。 住 民 や 利 用 者 に は

写 真 や イ メ ー ジ 図 で わ か り や す く 伝 え る 。 必 要 に 応 じ

3 D ／ 4 D デ ー タ も 使 う と 良 い 。  

③ 関 係 者 と の 協 議 調 整 事 項 は 内 容 を 文 書 化 し 双 方 が 確

認 を 行 う 。  

④ 利 害 の ト レ ー ド オ フ が 生 じ る 場 合 は 、 互 い の 意 見 を

踏 ま え た 上 で 中 庸 案 を 提 示 す る 。  

以 上  


